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②�

１人当たりの町税�

100,731円�
１人当たりの町税�

100,731円�
１人当たりの町税�

100,731円�

町民１人�
当たりの�
行政経費�
計469,341円�

お年寄り・こどもな�
どの福祉のために�

59,951円�
教育のために�

37,282円�
農林業のために�

53,227円�
消防・救急活動に�

18,582円�
借入金返済に�

63,789円�
商工業のために�

2,770円�

中標津町の予算（当初予算）�

特
　
別
　
会
　
計�

会　 　  計　  　 区　  　 分�

一　　 般　　 会　　 計（A）�

合　　  計（A）＋（B）（C）�

病　院　事　業　会　計（D）�

水　道　事　業　会　計（E）�

総　　　計 （C）＋（D）＋（E）�

国民健康保険事業特別会計�

老 人 保 健 特 別 会 計 �

介護保険事業特別会計�

公設地方卸売市場事業特別会計�

町 営 牧 場 特 別 会 計 �

下 水 道 事 業 特 別 会 計 �

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計�

計 （B）�

18年度予算�
115億1,700万円�

23億1,217万円�

17億6,451万円�

10億8,059万円�

1,437万円�

7,159万円�

13億4,351万円�

2億3,194万円�

68億1,868万円�

183億3,568万円�

41億  156万円�

6億2,327万円�

230億6,051万円�

19年度予算�
113億2,800万円�

26億6,802万円�

15億2,380万円�

11億6,139万円�

1,620万円�

6,479万円�

13億6,309万円�

2億1,728万円�

70億1,457万円�

183億4,257万円�

44億3,844万円�

6億1,615万円�

233億9,716万円�

増　減　額� 伸　率�
△1億8,900万円�

3億5,585万円�

△2億4,071万円�

8,080万円�

183万円�

△680万円�

1,958万円�

△1,466万円�

1億9,589万円�

689万円�

3億3,688万円�

△712万円�

3億3,665万円�

△1.6%�

15.4%�

△13.6%�

7.5%�

12.8%�

△9.5%�

1.5%�

△6.3%�

2.9%�

0.1%�

8.2%�

△1.1%�

1.5%

　今年度の予算編成において町税は、町の収入の根幹であり、国からの税源移譲により町民税の重要性

は高く、さらに、地方交付税も減少となるため、可能な限り次世代に負担を強いない配慮をし、歳入総

額の減少に耐え得る歳出構造にするための取り組みとして、新行政改革（集中改革プラン）を推進します。�

　極めて厳しい状況の中、本町の基本指針である「第５期総合発展計画」との整合性に留意し、将来を

見据えた財政の健全性を確保するため、「中標津町新行政改革（集中改革プラン）」の中で示されてい

る行政改革の主要推進事項に留意し、「活力を生み出す基盤整備と産業の振興によるまちづくり」、「美

しい自然と調和した快適空間の形成によるまちづくり」、「健康で生きがいに満ちた地域社会の創造に

よるまちづくり」、「豊かな人間によるまちづくり」の４点を主要な施策としました。�

　また、財源確保のため国及び道の各種補助制度の導入や有利な起債の活用を図り、必要最小限度の範

囲で各種基金を活用することに努めました。�

（主な取り組みは４・５ページ参照）�

　平成19年度の一般会計予算は、113億2,800万円（前年比1.6％減）となり、若干の減額予算となりまし

たが、国民健康保険事業などの７つの特別会計や病院、水道の２つの企業会計を合わせた全会計では、

下表のとおり前年度より1.5％増の233億9,716万円の予算総額になりました。�

平成19年度�
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道路・排水・街路事�
業などに�

62,870円�

その他の町民サー�
ビスなどに�

１人当たりの行政経費�

109,307円�
健康を守るために�

33,516円�
公園整備のために�

7,765円�
ごみの焼却やし尿処理に�

20,282円�

469,341円�
１人当たりの町税�

113,442円�
１人当たりの町税�

113,442円�

中標津町の平成19年度予算が３月定例議会で可決され、４月からその予算に基づいてさまざまな施
策が実施されます。�
今年度の予算編成は、国の地方財政計画の抜本的な改革により地方交付税の大幅な削減や地域間格差
の拡大など、さらに財源の確保が厳しくなることが見込まれることから、背伸びせず、身の丈にあっ
た行財政運営により、町民のみなさんとのパートナーシップによる持続可能な町政運営を図るため、
一般会計で対前年度比1.6%減の113億2,800万円で、若干の減額予算となりました。�
この予算額を町民１人当たりに換算すると、約46万９千円の行政経費になります。（下記参照）�
今月号では、平成19年度の主な予算概要についてお知らせします。�



③�

１人当たりの町税�

100,731円�
１人当たりの町税�

100,731円�
１人当たりの町税�

100,731円�

◇地方交付税＝主に国が税金として集めた国税を、自治体間の豊か
さの不均衡を是正するため、地方自治体に配分する税�
◇国庫支出金＝特定の事業を行う場合に、その経費にあてるために
国から交付される負担金や補助金などのこと�
◇道 支 出 金＝特定の事業を行う場合に、その経費にあてるために
北海道から交付される負担金や補助金などのこと�
◇繰　入　金＝財政調整基金や減債基金からの財源調整のための基
金からの取崩金のほか、ＪＲ標津線の廃止に伴う代替バス運行や、
公共施設の建設借入金償還に充てるために設置された基金からの
取崩金�
◇町　　　債＝施設の建設や土木工事など、多額の経費を必要とす
るとき、費用の一部を国や金融機関から借り入れるもの�
◇そ　の　他＝地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金、分
担金及び負担金、財産収入、諸収入など�
�

☆一般会計当初予算の内訳�

◇民　生　費＝福祉全般にかかる事業、各種医療扶助、保育
園などにかかる経費のこと�
◇衛　生　費＝各種健診やごみ収集、ごみ処理施設の整備、
環境対策などにかかる経費のこと　�
◇農 林 業 費＝農業や林業の振興、土地改良事業などにかか
る経費のこと�
◇土　木　費＝道路の整備・除雪、河川の改修、公園の整備
などにかかる経費のこと�
◇教　育　費＝町立の小中高等学校の運営・整備、生涯学習、
図書館や総合文化会館の運営などにかかる経費のこと�
◇公　債　費＝町の借入金に対する償還金やそれにかかる経
費のこと�
◇そ　の　他＝議会費、労働費、商工費、災害復旧費、諸支
出金、予備費の合計�

◇人　件　費＝職員の給与や議員の報酬などのこと�
◇物　件　費＝施設にかかる光熱水費等の施設管理費、一般
事務に必要な消耗品費、備品購入費などのこと�
◇補 助 費 等＝外部団体等に対する補助金や負担金などのこと�
◇繰　出　金＝特別会計・企業会計の収支不足の補てん及び
国の基準に基づき一般会計から特別会計や企業会計へ支出
するもの�
◇投資的経費＝道路・河川・公園・学校等の公共施設の新設・
改修工事などにかかる経費のこと�
◇そ　の　他＝扶助費、維持補修費、積立金、貸付金、予備
費の合計�

（　）内は対前年伸率� 歳　入�（主な予算区分の説明）�

歳出・目的別�（主な予算区分の説明）�

歳出・性質別�（主な予算区分の説明）�

歳出合計�
11,328,000千円�
（△1.6％）�

総務費　453,299千円�
　　　　    4.0% (26.6%)

その他　188,687千円 �
　　　　   1.6% (△3.9%)

消防費�
448,484千円  4.0% (1.7%)

899,841千円 �
   7.9% (△1.3%)

1,446,972千円�
  12.8% ( 3.6%)

1,298,472千円 �
　 11.5% (△6.5%)1,539,606千円�

  13.6% ( 4.1%)

2,022,948千円�
  17.9%�

 (△2.1%)　　�

1,284,696千円 �
 11.3% (△1.3%)

1,744,995千円�
15.4% (△12.4%)

民生費�

土木費�教育費�

公債費�

職員費�

衛生費�

農林業費�

歳入合計�
11,328,000千円�
（△1.6％）�

2,738,037千円�
　24.2%�
　　　 (12.7%)

4,454,923千円�
 39.3%�
 (△4.2%)

国庫支出金�
456,035千円�
4.0% (△4.2%)

1,021,392千円�
 9.0% (65.2%)

415,570千円 �
 3.7% (13.7%)

繰入金�

　741,400千円�
6.6% (△22.7%)

町　債�
1,244,744千円　10.9％（△30.8％）�

その他�

使用料及び手数料�
　255,899千円    2.3% (△1.7%)

町税�

地方交付税�
�

歳出合計�
11,328,000千円�
（△1.6％）

2,127,655千円�
  18.8% (△0.9%) 1,506,997千円�

  13.3%�
　 (△2.9%)

1,500,856千円�
 13.2%�
 (△1.2%)

　1,539,472千円�
  13.6% (4.1%)

物件費�

補助費等�

※繰出金�

公債費�

2,010,695千円 �
 17.7% �
　(△1.7%)

その他�
911,092千円�
    8.1% ( 3.0%)

※繰出金の内訳～一般会計から特別会計・企業会計への繰出金�

投資的経費�
1,731,233千円�
  15.3% �
(△8.4%)

人件費�

道支出金�

１人当たりの町税�

113,442円�

　　繰　出　先　会　計　名　称�
国民健康保険事業特別会計繰出金�
老人保健特別会計繰出金�
介護保険事業特別会計繰出金�
公設地方卸売市場事業特別会計繰出金�
町営牧場特別会計繰出金�
下水道事業特別会計繰出金�
簡易水道事業特別会計繰出金�
病院事業会計繰出金�
水道事業会計繰出金�

合　　　　　　　計�

Ｈ19繰出金額  �
230,946千円�
128,704千円�
225,010千円�
10,964千円�
25,395千円�
660,803千円�
12,417千円�
716,456千円�

0千円�
2,010,695千円�

構　成　比　�
11.5％　 �
6.4％　 �
11.2％　 �
0.5％　 �
1.3％　 �
32.9％　 �
0.6％　 �
35.6％　 �
0.0％　 �

100.0％　 
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④�

町民� 団体�

企業�行政�

①活力を生み出す基盤整備と産業の振興に�
　よるまちづくり�
◎基盤整備と産業の振興（農業振興）�
　・中山間地域等直接支払事業…………�
　　作業の効率化、環境と調和した農業経営の促進�
　・家畜ふん尿臭気対策………………………�
　　実証試験の実施及び啓発事業�
　・牛乳消費拡大推進……………………………�
　　牛乳、乳製品の消費拡大ＰＲ�
　・地産地消推進事業……………………………�
　　地場産農畜産物を学校給食へ提供�
◎基盤整備と産業の振興（商工振興）�
　・商工業振興推進補助…………………………�
　　商店街活性化、情報システム化対策、雇用向上育成対策�
　・まちなか賑わい推進事業補助………………�
　　中心市街地でのイベント等の開催に対する支援�
　・起業家支援事業補助…………………………�
　　都市計画用途地域内での新規起業家に対する支援�
　・空港利用促進対策…………………………�
　　空港利用促進期成会、空港連絡バス運行事業�
　・移住促進事業…………………………………�
　　お試し暮らし、ＰＲパンフ作成、ホームページの管理�
�
�
②美しい自然と調和した快適空間の�
　形成によるまちづくり�
◎自然環境との調和�
　・景観形成推進経費………………………………�
　　景観形成推進団体への補助、フォーラムの開催�
　・町花「エゾリンドウ」保護、増殖……………�
　　研究・移植・整備�
◎生活環境整備�
　・公共施設にＡＥＤの配備……………………�
　　自動体外式除細動装置、総合文化会館など６ヶ所�
　・洪水ハザードマップ作成……………………�
　　標津川�
　・耐震化改修促進計画作成……………………�
　　地震揺れやすさマップ・耐震改修促進計画�
◎公園整備�
　・中標津町運動公園整備…………………�
　　少年野球場兼ソフトボール場造成、放送施設、�
　　河川修景施設等�
◎下水道整備�
　・公共下水道整備…………………………�
　　川西地区・緑町地区・明生地区～汚水管整備、終末
　　処理場の機械更新�

町の借入金は、表１のとおり平成14年度末の327億9,376万     

円がピークでしたが、その後の計画的な償還と、「中標津

町経営再生プログラム」に基づく新たな借入金の抑制により、

平成19年度末では、297億5,569万円となる見込みです。     

③健康で生きがいに満ちた地域社会の�
　創造によるまちづくり�
◎子育て支援�
　・子育て支援センター運営経費 ……………    652万円�
　　にこにこ児童館～子育て支援相談員の配置等�
　・児童ディサービスセンター運営管理……… 353万円�
　　専門相談員の配置�
　・地域人権啓発活性化事業…………………… 111万円�
　　人権尊重思想の普及高揚�
◎地域福祉�
　・在宅福祉移送サービス事業………………… 407万円�
　　障害者自立支援（車椅子・ストレッチャー使用者の
　　通院等支援）�
◎高齢者福祉�
　・老人福祉居宅介護事業補助………………  1,109万円�
　　訪問介護、居宅支援�
◎保健の充実�
　・後期高齢者医療広域連合負担金…………… 187万円�
　　平成20年４月設立�
◎医療の充実�
　・医療スタッフの確保………………………  7,740万円�
　　固定医師�
　・医療機械器具整備……………………  ３億3,500万円
　　オーダリングシステム更新等�
�
�
④豊かな人間づくりによるまちづくり�
◎学校教育�
　・中標津東小学校増改築事業（附帯工事） 1,490万円�
　・中標津東小学校屋内体育館増改築工事�
　　　　（平成18年度補正予算－繰越） ４億5,794万円�
◎生涯学習�
　・青少年健全育成推進経費……………………115万円�
　　健全育成セミナーの開催等�
�
�
⑤基本姿勢実現のための取り組み�
◎町民が町政に参画するシステム�
　・パートナーシップ推進事業 …………………128万円�
　　推進研究会の発足・研修・講演会の開催�
◎町政改革・運営に携わる職員の育成�
　・職員研修参加経費…………………………… 395万円�
　　自治政策課題、行政一般、専門実務、人事管理等�
◎地域経営基盤の強化と健全な財政基盤の確立�
　・町税等収納向上対策………………………  1,075万円�
　　自主納税意識の啓発、釧路根室広域地方税滞納整理
　　機構への参加�
◎電子役場の推進�
　・戸籍管理システム導入……………………  1,227万円�
　　電算化～稼動予定　平成20年２月�

表１　町の借入金残高（全会計）の推移�

13 14 15 16 17
240

260

280

300

320
325 328 325 319 313

18 19年度（見込み）�

304
298

340
億円�

平成19年度  予算の主要事業�

２億9,968万円�
�

201万円�
�

100万円�
�

100万円�
�
�

199万円�
�

140万円�
�

150万円�
�

1,343万円�
�

138万円�

81万円�
�

20万円�
�
�

173万円�
�

300万円�
�

630万円�
�
�

１億4,032万円�
�
�
�

３億2,370万円�

平成19年度予算の、主なものについてお知らせします。�



⑤�

町民� 団体�

企業�行政�

町の貯金である基金は、平成19年度中に公共施設の整備な

どに伴う計画的な取り崩しのほか、財源不足のために２億

1,892万円を取り崩すこととしており、平成19年度末残高

は36億8,041万円となる見込みです。�

※表２では、一般会計の貯金残高のみをお知らせしています。     �

（他の会計の貯金は、その用途が限定されているため）     

一人ひとりが参加し、一緒に感動まちづくり�

⑥健全財政確保のための取り組み�
◎各種事務事業の見直し（受益者負担の見直し）�

　・理事者用公用車の廃止～民間車両借上�

　・役場庁舎蛍光灯照明を省電力型器具への変更（年次計画で）�

　・無料法律相談開設日の縮小（年12回→年６回、弁護士事務所の開設）�

　・広報紙「中標津」への広告掲載の募集�

　・母子家庭子育て支援給付の廃止（子育て支援施策の充実により）�

　・へき地保育運営費負担金の改定�

　・地域活動支援センター「森の家」運営事業をＮＰＯへ委託（地域共同作業所）�

　・標津俵橋大規模草地一部事務組合～平成19年度で廃止・解散�

　・公設地方卸売市場の民営化の可能性を検討�

　・幼稚園使用料の改定�

　　　　　　　　　　　　　　　�

◎人件費の削減�

　・特別職基本給の10％削減、教育長基本給の５％削減�

　・職員基本給の平均３％削減（期末手当、勤勉手当、時間外手当等も含む）�

　・管理職手当～定率から定額へ�

　・特殊勤務手当の廃止（医師・放射線技師を除く医療技術者・看護師手当）�

　・定年退職者等不補充�

表２　町の貯金残高（一般会計）の推移�

52 49 45 43 43 41 37

13 14 15 16 17 18 19年度（見込み）�
0
10

20

30

40

50

60

70
億円�

パートナーシップで進めるまちづくり�
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受
取
代
理
制
度
と
は
？�

�

　
中
標
津
町
国
民
健
康
保
険
で

は
、
被
保
険
者
の
方
が
出
産
さ

れ
た
場
合
、
出
産
育
児
一
時
金

（
三
十
五
万
円
）
を
世
帯
主
に

支
給
し
ま
す
。�

　
こ
の
出
産
育
児
一
時
金
を
、

出
産
費
用
と
し
て
医
療
機
関
等

が
世
帯
主
に
代
わ
っ
て
受
け
取

る
制
度
で
す
。�

受
取
代
理
制
度
を
利
用
す
る
と
、�

①
出
産
費
用
が
三
十
五
万
円
を

超
え
る
場
合
は
、
被
保
険
者

は
超
え
た
分
だ
け
を
医
療
機

関
等
へ
支
払
い
ま
す
。�

②
出
産
費
用
が
三
十
五
万
円
未

満
の
場
合
は
、
被
保
険
者
は

医
療
機
関
等
へ
の
支
払
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。�

　
な
お
、
三
十
五
万
円
と
の
差

額
に
つ
い
て
は
、
出
産
費
用

を
医
療
機
関
等
へ
支
払
っ
た

後
、
世
帯
主
へ
支
給
し
ま
す
。�

☆
医
療
機
関
等
の
窓
口
に
お
い

て
、
出
産
費
用
を
支
払
う
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。�

��

　
利
用
で
き
る
方�

�
○
中
標
津
町
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
で
出
産
予
定
日
ま

で
一
ヶ
月
以
内
の
方�

○
他
の
健
康
保
険
か
ら
出
産
育

児
一
時
金
に
相
当
す
る
給
付

の
な
い
方�

○
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
の

な
い
方�

【
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

　
が
必
要
で
す
。】�

�

　
手
続
き
の
方
法�
�

①
下
記
の
【
申
請
に
必
要
な
も

の
】
を
持
参
し
、
役
場
保
険

年
金
課
国
保
医
療
係
（
一
階

窓
口
②
）に
『
国
民
健
康
保

険
出
産
育
児
一
時
金
請
求
書�

　
（
事
前
申
請
用
）』
の
交
付

申
請
（
交
付
申
請
書
記
載
）

を
行
う
。
（
こ
の
制
度
が
利

用
で
き
る
か
確
認
し
ま
す
。）�

②
確
認
後
、
請
求
書
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
の
う
え
、「
受
取

代
理
の
権
限
委
任
欄
」
に
出

産
予
定
の
医
療
機
関
で
記

入
・
押
印
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。（
受
取
代
理
の
同

意
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。）�

③
左
記
の
【
申
請
に
必
要
な
も

の
】
を
持
参
し
、
役
場
保
険

年
金
課
国
保
医
療
係
（
一
階

窓
口
②
）
へ
必
要
事
項
の
記

載
さ
れ
た
（
受
取
代
理
の
同

意
を
得
た
）
請
求
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。�

④
役
場
保
険
年
金
課
国
保
医
療

係
で
審
査
し
、
承
認
（
不
承

認
）
の
決
定
を
行
い
、
医
療

機
関
等
及
び
被
保
険
者
へ
通

知
し
ま
す
。�

⑤
出
産
後
、
医
療
機
関
等
か
ら

中
標
津
町
に
、
出
産
費
請
求

書
と
出
生
証
明
書
類
の
写
し

が
送
付
さ
れ
、
出
産
費
用
に

応
じ
て
、
出
産
育
児
一
時
金

を
支
払
い
ま
す
。�

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】�

　
◆
保
険
証�

　
◆
印
鑑�

　
◆
出
産
予
定
日
を
証
明
す
る

書
類
（
母
子
健
康
手
帳

等
）�

　
◆
世
帯
主
名
義
の
銀
行
口
座

情
報
が
わ
か
る
も
の
（
預

金
通
帳
等
）�

　
※
郵
便
局
除
く
　�

��

子
育
て
支
援
に�

　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す�

平
成
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
、

中
標
津
町
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
の
方
の
出
産
費
用
の

負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て

ご
出
産
い
た
だ
け
る
よ
う
「
出

産
育
児
一
時
金
受
取
代
理
制

度
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。�

子
育
て
支
援
室
・�

子
育
て
総
合
相
談
窓
口�

�

　
子
育
て
支
援
に
関
わ
る
こ
と
、

保
育
園
、
児
童
館
、
児
童
手

当
・
児
童
扶
養
手
当
の
窓
口

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
子
育

て
総
合
窓
口
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
質
問
や
ご
相
談
等

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
ど
の

よ
う
な
専
門
の
機
関
で
ケ
ア

を
受
け
る
こ
と
が
よ
い
の
か

を
保
護
者
と
一
緒
に
考
え
、

調
整
を
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。�

�

子
育
て
総
合�

　
支
援
セ
ン
タ
ー�

�

　
に
こ
に
こ
児
童
館
に
開
設

さ
れ
た
「
中
標
津
町
子
育
て

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
連
日
、

子
育
て
奮
闘
中
の
お
母
さ
ん

と
そ
し
て
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど

も
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
午
前
・
午
後
と
ご
利
用

い
た
だ
け
る
セ
ン
タ
ー
で
は
、

小
さ
な
お
子
様
の
た
め
の
遊

び
用
具
も
備
え
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
年
齢
に
あ
っ
た
遊
び

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。�

　
「
転
勤
し
て
き
て
お
友
達

が
い
な
い
」
「
同
じ
く
ら
い

の
年
齢
の
子
が
近
所
に
い
な

い
」
な
ど
、
子
育
て
の
ち
ょ

っ
と
し
た
話
を
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
状
況
の
中
で
は
、

ひ
と
り
っ
き
り
で
悩
み
を
抱

え
て
し
ま
い
、
時
に
は
つ
ら



⑦�

�
�

　
留
　
意
　
点�

�

○
申
請
書
の
提
出
後
、
以
下
に

該
当
に
な
る
場
合
は
速
や
か

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

・
出
産
す
る
医
療
機
関
等
を
変

更
し
た
場
合�

・
中
標
津
町
国
民
健
康
保
険
の

資
格
を
喪
失
し
た
場
合�

・
氏
名
、
住
所
、
振
込
先
等
を

変
更
し
た
場
合�

○
今
ま
で
ど
お
り
、
出
産
さ
れ

て
か
ら
退
院
時
に
出
産
費
用

を
支
払
い
、
出
生
届
を
さ
れ

た
後
、
保
険
年
金
課
窓
口
で

申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
出
産
育
児
一
時
金
を
受

け
取
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。�

　
（
支
給
は
申
請
さ
れ
て
か
ら

十
日
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。）�

�

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
七
十
歳

未
満
の
方
が
入
院
し
た
と
き
の

高
額
療
養
費
の
支
給
方
法
が
一

部
変
わ
り
ま
す
。（
申
請
が
必

要
で
す
。）�

�

　
七
十
歳
未
満
の
方
は
、
医
療

機
関
で
支
払
っ
た
医
療
費
の
月

額
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
場
合
、
超
え
た
分
を
申
請
に

よ
り
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
九

年
四
月
一
日
か
ら
は
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
（
今
ま
で
ど
お

り
、
申
請
に
よ
る
支
給
の
方
法

も
可
能
で
す
。)�

『
限
度
額
適
用
認
定
証
』
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い�

　
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額

は
所
得
区
分
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
あ
ら
か
じ

め
保
険
年
金
課
に
申
請
し
、
交

付
さ
れ
た
『
限
度
額
適
用
認
定

証
』
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

こ
と
で
入
院
時
の
窓
口
で
の
支

払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。�

　
入
院
す
る
場
合
は
、
忘
れ
ず

に
『
限
度
額
適
用
認
定
証
』
の

交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
方
に

つ
い
て
は
交
付
を
う
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

※
国
保
加
入
者
以
外
の
方
は
、

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

国保からの�
お知らせ�
国保からの�
お知らせ�

申請窓口及びお問い合わせ先�

役場保険年金課国保医療係（１階窓口②）�

173-3111�
（内線235・236）�

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
子
育
て
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
育
児
に
つ
い

て
の
悩
み
や
不
安
の
相
談
、

情
報
の
交
換
、
親
子
遊
び
の

体
験
広
場
な
ど
、
お
母
さ
ん

方
が
安
心
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
子
育
て
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

ど
う
ぞ
、
気
軽
に
遊
び
に
き

て
み
て
く
だ
さ
い
。�

開
館
時
間�

　
月
〜
土
曜
日
　
十
時
〜
十

七
時
（
た
だ
し
、
十
二
時
〜

十
三
時
は
閉
館
）�

休
館
日�

　
日
曜
・
祝
祭
日
・
年
末
年

始�
�

子
育
て
支
援
事
業
の
ご
案
内�

�

に
こ
す
く
ひ
ろ
ば�

　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
十
時

〜
十
二
時�

　
年
齢
設
定
の
な
い
自
由
参

加
の
広
場
、
動
物
体
操
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
、

ふ
れ
あ
い
遊
び
を
実
施
。�

�

子
育
て
個
別
相
談�

　
毎
週
火
曜
日
　
十
時
〜
十

五
時�

　
予
約
制
で
、
相
談
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
厳
守
い
た

し
ま
す
。�

�

パ
パ
の
ひ
ろ
ば�

　
毎
月
第
二
土
曜
日
　
十
時

〜
十
二
時�

パ
パ
の
休
日
、
子
ど
も
た
ち

と
の
遊
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。�

�

移
動
子
育
て
ひ
ろ
ば�

「
ば
ぶ
ば
ぶ
く
ら
ぶ
」�

　
毎
週
水
曜
日
　
十
時
〜
十

二
時�

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実

施�　
ね
ん
ね
、
お
す
わ
り
、
は

い
は
い
の
赤
ち
ゃ
ん
専
用
の

ス
ペ
ー
ス
で
す
。�

�

問
合
せ
先�

　
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
（
に
こ
に
こ
児
童
館
）�

1
（
７
３
）
１
８
０
２
ま
で
。�
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（佐々木さんは、３月末で中標津農業高校から当別高校に
転勤となりましたが、中標津の想い出として12月号までの
４回再発見を掲載します。）�

前北海道中標津農業高等学校教諭�

佐々木　章　晴�

Nakashibetsu
Rediscovery

No.2

さ　　さ　  き　　　　あ き　　　 は る�

屋根などからの�
雨水の侵入�

外壁などからの�
雨水の侵入�

外壁�

屋根�

小屋組�

横架材�
柱�
床（床版）�

土台�

基礎�

〈保証対象イメージ〉�

斜材�

万が一不具合が生じても、�
登録事業者が10年間保証します。�

10年間無料で補修�

でも大丈夫！�

110万戸以上の実績�

ご存じですか？　住宅性能保証制度�
&住宅保証機構　　登録事業者（順不同）�
㈲大塚建設　㈱浜名工務店　㈱日建ハウジング　小野建設㈱�
㈱協伸建設　㈱ウッディークラフト　㈲ケーティープラント�
㈱須田建設　㈱丸伊工務店　㈱犬飼工務店　㈱廣木建設　　�
　以上中標津町�
㈱工藤建設　㈱岡田工務店　近藤建設㈱　アワヅ創建�
㈲吉田ハウス　島影建設㈱　　　　　　　　以上別海町�
丸和信和建設㈱　米持建設㈱　藤本建設㈱　田中建築　広木住設�
　以上標津町��
＜問い合わせ先　ケイ設計一級建築士事務所　0153－72－9251＞�
�

エッ、
�

会社倒
産�

保証期間中、登録事業者が倒産し
ても、補修費用から免責金額10万
円を除いた額の95％の保険金をお
客様にお支払いいたします。�

「
野
鳥
の
意
外
な
生
息
場
所
」�

�

　
今
年
の
冬
は
、
例
年
よ
り
暖
か
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
ね
。
「
エ
ル
ニ
ー
ニ

ョ
現
象
の
た
め
だ
」
と
か
、
い
や
「
地

球
温
暖
化
の
兆
し
で
は
な
い
か
」
と
か
、

ニ
ュ
ー
ス
で
は
様
々
な
事
が
言
わ
れ
て

ま
す
ね
。
何
が
本
当
の
こ
と
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
地
球
上
の
あ
ち
こ
ち
で

異
常
気
象
が
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
で
す

か
ら
、
こ
の
星
が
何
か
を
訴
え
て
い
る

の
は
確
か
の
よ
う
で
す
。�

　
私
は
朝
の
気
温
を
毎
日
計
っ
て
い
ま

す
が
、
氷
点
下
二
十
度
以
下
に
な
る
日

が
五
、
六
年
前
は
十
日
ほ
ど
あ
り
ま
し

た
が
、
今
年
の
冬
は
氷
点
下
十
度
以
下

に
な
る
日
す
ら
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
カ
ー
ン
と
冷
え
込
ん
で
、
澄
ん

だ
空
気
の
荘
厳
な
雰
囲
気
が
、
根
釧
原

野
の
冬
の
朝
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
が
、

原
野
ら
し
い
野
性
的
な
雰
囲
気
が
気
候

で
も
失
わ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。�

　
し
か
し
、
今
年
も
原
野
の
春
は
着
実

に
や
っ
て
来
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
冬

か
ら
春
へ
の
兆
し
が
ト
ッ
ト
君
の
世
界

に
も
訪
れ
て
い
ま
す
。�

　
二
月
下
旬
、
「
ツ
ツ
ピ
ー
、
ツ
ツ
ピ

ー
」
と
い
う
さ
え
ず
り
を
農
業
高
校
で

聞
き
ま
し
た
。
春
の
予
感
を
胸
一
杯
に

膨
ら
ま
せ
て
さ
え
ず
っ
て
い
る
よ
う
に

聞
こ
え
ま
し
た
。
そ
の
声
の
主
の
ト
ッ

ト
君
は
、
「
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
」
で
し
た
。�

　
河
畔
林
、
防
風
林
、
屋

敷
林
、
市
街
地
の
公

園
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

し
た
林
が
あ
る
と

住
み
着
い
て
く
れ

る
代
表
的
な
ト
ッ
ト

君
で
す
。
白
い
お
腹
に

黒
い
ネ
ク
タ
イ
が
特
徴
的
で
、
小
柄
な

が
ら
な
か
な
か
気
が
強
く
て
め
ん
こ
い

ト
ッ
ト
君
で
す
。�

　
さ
て
、
厳
冬
期
は
余
り
見
ら
れ
な
か

っ
た
ト
ン
ビ
君
（
正
式
名
称
は
「
ト
ビ
」。

以
下
ト
ン
ビ
君
と
呼
ぶ
）
が
内
陸
部
で

あ
る
中
標
津
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
厳
冬
期
は
エ
サ
を
求

め
て
多
く
の
ト
ン
ビ
君
が
海
岸
部
に
移

動
し
て
し
ま
う
た
め
で
す
。
今
回
は
こ

の
ト
ン
ビ
君
の
話
し
を
中
心
に
し
て
み

ま
し
ょ
う
。�

　
ト
ン
ビ
君
は
タ
カ
の
仲
間
で
す
。
タ

カ
の
仲
間
と
し
て
は
大
型
の
部
類
に
入

り
ま
す
。
大
空
を
ゆ
っ
た
り
と
舞
っ
て

い
る
姿
を
よ
く
見
か
け
る
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
も
身
近
な
タ
カ
の
仲
間
で
す
ね
。

ト
ン
ビ
君
の

最
大
の
特
徴

は
尾
が
三
角

形
で
あ
る
こ

と
で
す
。
他

の
ワ
シ
や
タ

カ
の
仲
間
で

は
こ
の
よ
う

な
尾
を
し
て

い
る
種
類
は

い
ま
せ
ん
。

大
空
を
舞
っ
て
い
る
姿
を
見
た
ら
今
度

よ
く
見
て
下
さ
い
。�

　
ト
ン
ビ
君
は
、
森
と
草
原
が
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
土
地

を
好
み
ま
す
。
森
は
ね
ぐ
ら
・
子
育
て

の
場
、
草
原
は
小
動
物
を
狩
る
場
と
な

る
か
ら
で
す
。
広
大
な
草
地
と
防
風
林
・

河
畔
林
が
混
在
す
る
酪
農
郷
は
、
ト
ン

ビ
君
に
と
っ
て
最
も
生
息
し
や
す
い
環

境
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
牧
草
収
穫
後
は

格
好
の
エ
サ
場
。
何
羽
も
上
空
を
旋
回

し
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
な

に
し
ろ
ネ
ズ
ミ
君
達
が
隠
れ
る
草
が
無

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。�

　
さ
て
、
ト
ン
ビ
君
は
人
間
の
知
恵
が

遠
く
及
ば
な
い
す
ば
ら
し
い
能
力
が
あ

る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？
　
次
回
は
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。�

�
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町
で
は
、
町
民
、
地
域
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担

を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
町
民
主
体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
、
元
気
な
高
齢
者
団
体

を
紹
介
し
ま
す
。�

　
高
齢
者
の
「
生
き
が
い
」
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

「
社
会
参
加
」
活
動
を
進
め
て
い
る
(社)
中
標
津
町
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
百
五
十
名
が
多
様
な
仕

事
の
受
注
と
街
を
彩
る
花
い

っ
ぱ
い
運
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
男
性
は
六
十
歳
、
女
性
は

五
十
五
歳
以
上
が
会
員
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
入
会
希
望
の
方
は
、
同
セ

ン
タ
ー
1
（
七
九
）
一
二
三

四
ま
で
。�

�

　
中
標
津
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
及
び
物
品
の
購
入
等

に
係
る
平
成
十
九
・
二
十
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請

に
つ
い
て
は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
委
員
会
の
審
査

の
結
果
、
す
べ
て
の
申
請
者
に
つ
い
て
資
格
が
認
定
さ
れ
、

競
争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
な
お
、
資
格
者
名
簿
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。�

財
政
課
契
約
用
度
係�

募
集
団
地
　
東
中
団
地
（
東
十
八
条
北
十
丁
目
他
）�

・
平
屋
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
浴
室
有
・
風
呂
設
備
無
）�

　
（
単
身
者
不
可
）�

　
昭
和
五
十
七
年
建
設
　
　
一
戸�

　
家
賃
　
一
万
三
千
九
百
円
〜
三
万
五
百
円�

・
平
屋
の
３
Ｄ
Ｋ
（
浴
室
有
・
風
呂
設
備
無
）�

　
昭
和
五
十
二
〜
五
十
五
年
建
設
　
　
三
戸�

　
家
賃
　
一
万
五
百
円
〜
三
万
三
百
円�

募
集
団
地
　
旭
第
二
団
地
（
東
八
条
南
三
丁
目
他
）�

・
平
屋
の
２
Ｄ
Ｋ
（
浴
室
有
・
風
呂
設
備
無
）�

　
昭
和
四
十
八
年
建
設
　
　
一
戸�

　
家
賃
　
七
千
百
円�

・
二
階
建
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
二
階
）
（
単
身
者
不
可
）�

　
昭
和
五
十
九
年
建
設
　
　
一
戸�

　
家
賃
　
一
万
八
千
円
〜
三
万
九
千
六
百
円�

募
集
団
地
　
西
町
団
地
（
西
町
三
丁
目
）�

・
三
階
建
の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
三
階
）�

　
平
成
十
六
年
建
設
　
　
一
戸�

　
家
賃
　
二
万
千
五
百
円
〜
四
万
七
千
三
百
円�

募
集
団
地
　
宮
下
高
台
団
地
（
西
三
条
南
四
丁
目
）�

・
二
階
建
の
２
Ｋ
（
一
階
）�

　
昭
和
六
十
二
年
建
設
　
　
一
戸�

　
家
賃
　
一
万
三
千
五
百
円
〜
二
万
九
千
六
百
円�

・
二
階
建
の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
二
階
）�

　
昭
和
六
十
二
年
建
設
　
　
一
戸�

　
家
賃
　
一
万
三
千
九
百
円
〜
三
万
七
百
円�

募
集
団
地
　
計
根
別
団
地
（
計
根
別
）�

・
二
階
建
の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
一
階
）�

　
平
成
六
年
建
設
　
　
一
戸�

　
家
賃
　
一
万
六
千
四
百
円
〜
三
万
六
千
百
円�

・
二
階
建
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
二
階
）�

　
（
単
身
者
不
可
）�

　
平
成
八
年
建
設
　
　
一
戸�

　
家
賃
　
一
万
八
千
八
百
円
〜
四
万
千
三
百
円�

・
平
屋
の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ�

　
平
成
十
七
年
建
設
　
　
一
戸�

　
家
賃
　
一
万
九
千
百
円
〜
四
万
二
千
円�

申
込
期
限
　�

　
四
月
十
六
日
（
月
）�

受
付
場
所�

　
管
理
課
住
宅
係�

選
考
方
法�

　
町
営
住
宅
運

営
委
員
会
の
意

見
を
聞
い
て
、

入
居
申
込
者
の

住
宅
困
窮
度
の

高
い
方
か
ら
入

居
を
決
定
し
ま

す
。�

町営
住宅

�

入居者
募集�

まちづくり活動�
元気な高齢者団体�

町からの�
お知らせ�
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April
くらしの広場�

有
限
会
社�

　
な
か
し
べ
つ
石
材�

　
中
標
津
町
南
中
八
番
地
二
十
八�

　
　
　
1
（
七
二
）
八
一
一
四�

実施年月日�

平成19年５月15日�

平成19年７月17日�

平成19年９月18日�

平成19年11月20日�

平成20年１月15日�

平成20年３月18日�

担当弁護士�

米　村　哲　生�

小野塚　　　聰�

米　村　哲　生�

塚　田　　　渥�

米　村　哲　生�

稲　澤　　　優�

�

�

平成19年度中標津町農地移動�
適正化あっせん価格�

　農地移動適正化あっせん価格につい

ては、毎年農業委員会の総会において

審議され決定しているところであります。�

　平成19年度は１ヘクタール当たり上

限80万円となりました。�

　ただし、今後については、売買事例・�

実勢価格により変動する可能性があり

ます。�

　詳しくは、農業委員会農地係まで。�

�
児童手当制度が拡充され�

ました�
　４月１日から３歳未満の乳幼児の養

育者に対する児童手当の額を、第１子

及び第２子について倍増し、一律１万

円になります。�

　なお、３歳以上の児童の児童手当の額、

支給対象年齢及び所得制限限度額につ

いては、変更ありません。�

０歳以上３歳未満の児童の養育者に対

する児童手当�

【改正前】�

　第１子・第２子（月額５千円）�

　第３子以降　　（月額１万円）�

【改正後】�

　第１子・第２子（月額１万円）�

　第３子以降　　（変更なし）�

３歳以上小学校修了前の児童の養育者

に対する児童手当（変更なし）�

　第１子・第２子（月額５千円）�

　第３子以降　　（月額１万円）�

施行日　平成19年４月１日（拡充後の

最初の支給月、平成19年６月）�

※今回の改正では、受給者から特段の

手続きを行う必要はありません。�

　なお、平成19年４月から３歳未満の

児童手当の額は一律月額１万円とな

りますが、３歳到達後の翌月からは、

第１子及び第２子の手当の額は５千

円となります。�

　　詳しくは、子育て支援室子育て支

援係（公務員の方は勤務先）まで。�

�

下水汚泥たい肥�
「環甦」の配布について�

　春用たい肥として町民の皆様に下水

汚泥たい肥「環甦」の配布を行います

ので、たい肥を入れる袋（肥料袋等）

をご持参ください。（葉物野菜等に適

していると思われます）なお、数量に

制限がありますのでご了承ください。�

配布日時　４月20日（金）～30日（月）�

　　　　　午前10時～午後３時�

配布場所　中標津下水終末処理場�

　　　　　（東35条北６丁目）�

　詳しくは、上下水道課下水道係まで。�

�

上下水道課からのお知らせ�
　４月から新しく当町にお住まいにな

っている方、町内でお引っ越しをされ

た方は、水道の使用開始・終了の申し

込みが必要となります。（申し込みは

電話でできます）�

　なお、これから転居される方は、お

引っ越しの際必ず室内の元栓を落とし

てから退去願います。�

　最近、役場から委託されたかのように、

ご家庭に水質検査や浄水器等の販売、

または、下水道桝の清掃などで訪問を

している業者が出回っています。上下

水道課では、このような器具の販売、

検査・清掃は行っていませんのでご注

意願います。�

　使用開始・終了の申し込み先は、上

下水道課業務係（内線245）まで。�

�

起業を考えている方へ�
　会社を設立または個人事業を開業す

る方を対象に支援します。�

目指せ起業家支援事業（町独自の事業）�

　町が定めた都市計画用途地域内で創

業する起業家の方に、創業に係る経費

の一部を最大50万円補助します。�

地域雇用創造支援事業（国の事業）�

　あなたの行う新規創業に係る経費及

び労働者の雇い入れについて、補助し

ます。�

　いずれの事業も補助要件を満たして

いる場合に該当となります。�

　詳しくは、経済振興課商工労働係まで。�

�

春の全道火災予防運動を�
実施します�

　今年も４月20日～30日まで全道春の

火災予防運動期間です。�

　消防署では、火災の発生

防止、焼死事故や財産の損

失を防ぐことを重点目標に

各家庭へ「消防署だより」

の配布、各事業所自衛消防

隊の訓練指導、防火対象物

の査察を実施します。�

　また、運動初日には消防

団をはじめ、婦人防火クラ

ブ、幼年消防クラブの協力

により大型店舗前で街頭啓発を行います。�

　今後も「火の用心」を呼び掛けます

ので、町民の皆さんのご協力をお願い�

します。�

　詳しくは、中標津消防署172-2181

まで。�

�

無料法律相談のお知らせ�
　家庭内の不和や不動産の紛争、また、

交通事故による損害賠償問題、遺産相

続など、悩み事のある方は、弁護士が

専門的にアドバイスしてくれます。お

気軽にご利用ください。�

　相談日について、各月初めから事前

申し込みを受け付け、定員は先着７名

までです。�

　詳しくは、生活課交通・町民相談係

まで。�

平成19年度無料法律相談開設日程�

場所　中標津町役場�

時間　午前10時30分～午後３時�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

「ＡＦくらぶ」会員募集の
ご案内�

　畜産食品加工研修センターでは、平

成19年度「ＡＦくらぶ」会員の募集を

します。（「ＡＦくらぶ」とは、研修

センターの製品をご愛顧いただく会で、

店頭販売していない製品もお届けして

います。）�

募集期間　４月９日（月）～４月13日（金）�

募集人数　40名程度�

頒布期間　平成19年６月～平成20年３月�

　案内書を希望する方は、研修センタ

ー178-2216までお問い合わせください。�

かん  そ�



⑪�

健　　康�

～町税等各種収納金の�
　納付は口座振替で～�

一　　般�General

税　　金�Tax

Health

教養を高め　よりよい文化を育てましょう　 町民憲章より�

�
　保健センターの各種検診・相談の申
込受付をしています。�
申込・問合せ先�
　中標津町保健センター�
　　　　　172－2733

フリースクール・ミザール�

�
�
�
�
�

�
国保人間ドックのお知らせ�
　国民健康保険に加入されている方の

人間ドックを実施しています。今年か

ら新たに、希望者には「メタボリック

シンドローム健診」が追加できるよう

になりました。健康状態の総点検に、

ぜひご利用ください。�

対　　象　中標津町国民健康保険に引

　　　　　き続き１年以上加入し、前

　　　　　年度までの保険税を滞納し

　　　　　ていない世帯の年齢30～69

　　　　　歳の方�

検診期間　平成19年５月～平成20年�

　　　　　２月（平日）�

場　　所　町立中標津病院�

内　　容　【一般検診】基本検診・が

ん検診（胃内視鏡検査、胸

部レントゲン検査、大腸便

潜血検査）・腹部エコー検

査�

　　　　　【付加検診】前立腺がん検

診・メタボリックシンドロ

ーム健診�

定　　員　年間50名（先着順）�

料　　金　10,700円�

　　　　　前立腺がん検診　3,080円�

　　　　　メタボリックシンドローム  

　　　　　健診　4,300円�

受　　付　随時　先着受付順�

※全ての検診期間の予約ができます。

ただし、希望月の前月20日までに申

し込みください。�

　なお、生活習慣病健診と重複しての

申し込みはできませんのでご注意く

ださい。�

生活習慣病改善相談のお知らせ�
　保健センターでは、生活習慣病予防

や健康増進のために、毎月個別相談を

行っています。�

内　　容　肥満、生活習慣病予防、健

康診断の結果の見方などに

ついて保健師・管理栄養士

がアドバイスします。�

日　　時　予約制、１時間程度の相談

時間です。詳しい日程は保

健予防カレンダーをご覧く

ださい。�

　　　　　なお、４月の相談日は４月

24日（火）です。�

対　　象　町民の方�

�

食事・料理・健康に興味のある方へ��
　中標津町食生活改善協議会では、月

１回、調理実習・栄養学習などを行っ

ています。料理を学びたい、レシピを

増やしたい、栄養の話題を知りたいな

どきっかけはなんでもいいです。自分

の健康は自分でコントロールできるよ

うに継続して学んでみませんか？�

５月22日（火）から毎月１回開催する

予定です。�

時　　間　午前10時30分～午後２時�

場　　所　中標津町保健センター�

対　　象　町民の方�

年 会 費　2,000円�

　申し込み、お問い合わせは、中標津

町食生活改善協議会（会長　高玉晴美）

事務局（中標津町保健センター担当：

田村）まで。�
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�
振替納税をご利用の方へ�

　平成18年分の申告所得税（第３期分）

の振替納付日は、４月20日（金）です。

また、消費税及び地方消費税（確定申

告分）の振替納付日は、

４月26日（木）です。�

　詳しくは、根室税務

署管理徴収部門�

10153-23-3262まで。�

�

�
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町営住宅入居者募集�
９ページをご覧ください。�
�

開陽台展望館�
オープンのお知らせ�

「開陽台展望館」は下記日程によりオ

ープンします。�

日時　４月28日（土）午前９時�

※食堂部分はオープンが遅れる場合が

あります。�

�

平成19年度社会保険事務�
相談所開設日のお知らせ�

　平成19年度の社会保険事務相談所を

下記の日程で開設します。�

　健康保険や厚生年金保険・国民年金

などの制度内容や手続きについて、お

気軽にご相談ください。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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開設場所�

　中標津経済センター�

開設時間�

　１日目　午後１時～午後５時�

　２日目　午前９時～午前11時30分�

　詳しくは、釧路社会保険事務所 �

　10154-22-0111まで。�

�

家庭菜園のお知らせ�
　家庭菜園の入園者を４月中旬頃より

募集します。１区画2,000円の使用料

がかかりますが、５月中旬～10月下旬

まで使用でき、町内に居住する（住民

登録がある）方ならどなたでも利用す

ることができます。申し込みに関して

は４月上旬に新聞のチラシ折込で案内

します。�

　詳しくは、生活課交通・町民相談係

まで。�

�

（火）～18日（水）�

（火）～16日（水）�

（火）～20日（水）�

（火）～18日（水）�

（火）～22日（水）�

（火）～19日（水）�

（火）～17日（水）�

（火）～21日（水）�

（火）～19日（水）�

（火）～23日（水）�

（火）～20日（水）�

（火）～19日（水）�

　　　　　開　設　月　日�

平成19年４月17日�

平成19年５月15日�

平成19年６月19日�

平成19年７月17日�

平成19年８月21日�

平成19年９月18日�

平成19年10月16日�

平成19年11月20日�

平成19年12月18日�

平成20年１月22日�

平成20年２月19日�

平成20年３月18日�



こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
　
　�

平成19年�4
VOL.532

（　） 内は前月比�

誕生   13人    死亡   17人　転入   73人    転出   77人　�

２月28日現在住民登録人口�

町の人口�
男�
女�

世 帯 数�

24,128（－   8）�
11,809（－ 15）�
12,319（＋   7）�
10,227（－ 12）�

なかしべつ�

広報中標津は、環境保護のために古紙配合率100％再生�
紙および100％植物油型インキ「ナチュラリス100」を使用�
しています。�

※広報紙に掲載された写真をご希望の方は、企画課広報・調査係まで�
　ご連絡ください。�
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町
内
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各
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在
校
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や
保
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守
る
中
、
卒
業
式
が
行
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。
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計
根
別
小
学
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と
広
陵
中
学
校
で
は
、
卒
業
生

一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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「
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ー
シ
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な
か
し
べ
つ
フ
ォ
ー
ラ
ム
�

　
平
成
十
七
年
十
一
月
よ
り
町
民
委

員
と
町
職
員
で
組
織
す
る
「
ま
ち
づ

く
り
町
民
会
議
」
で
話
し
合
っ
て
き

た
ま
ち
づ
く
り
の
思
い
を
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
な
か
し
べ
つ
提
言（
案
）」

と
し
て
ま
と
め
、
町
民
の
皆
さ
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告
す
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フ
ォ
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ラ
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を
開
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し
ま

し
た
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話
し
合
い
の

経
過
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が
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、
六
名
の
パ
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リ
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よ
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
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ま
ち
づ
く
り
の
景
観
や
中
心
市
街

地
・
観
光
産
業
の
あ
り
方
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
る
な
か
、
牧
歌
的
景

観
の
活
用
や
創
造
の
動
き
が
活
発
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
市
街

地
の
活
性
化
や
酪
農
に
ど
の
よ
う
な

意
味
や
連
携
を
も
た
ら
す
の
か
、
五

名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
等
に
よ
る
提
言
が

さ
れ
ま
し
た
。
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なか
しべつの出来事

都市計画・景観まちづくり�
　　　　　　　　フォーラム�
　　　～交流・共生・自立のまちづくり～�


